
金
揮
官
蹟
志
巻
十
九

十
二
年
の
春
よ
り
気
分
相
滞
り
、
後
に
は
浮
腫
病
に
成
り
、
良
密
療
養

の
術
を
録
す
と
い
へ
ど
も
、
功
験
を
奏
せ
咲
。
彼
の
後
室
日
頃
妙
立
寺

の
飽
飾
を
信
仰
せ
し
底
、
或
夜
の
夢
に
併
枕
一
花
氏
来
て
告
げ
て
日

〈
、
放
が
病
甚
だ
重
し
。
此
の
歌
の
下
の
伺
を
ぽ
心
あ
る
者
に
付
け

さ
せ
.
額
に
し
て
我
が
前
に
掛
〈
ぺ
し
。
然
ら
ぽ
病
速
に
治
す
ぺ
し
。

我
と
そ
日
頃
念
宇
る
鹿
の
組
師
な
れ
と
て
‘
夢
は
醒
め
た
り
け
り
。

後
室
掬
t

増
E

有
が
た
く
舞
え

τ.
夜
の
明
く
る
を
ま
ち
、
甥
の
山
本

線
介
を
招
き
ょ
せ
.
夢
想
の
趣
を
具
に
語
り
聞
か
せ
、
彼
の
告
げ
給

へ
る
夢
想
の
上
の
伺
を
ば
申
聞
け
、
是
非
と
も
此
の
下
の
句
を
ぽ
線

介
に
読
み
つ
ぎ
く
れ
よ
と
申
し
け
り
。
総
介
か
た
く
僻
す
と
い
へ
ど

も
‘
伯
母
の
命
令
獣
止
が
た
く
、
殊
に
病
無
新
請
の
事
た
れ
ば
止
む

を
得
宇
、
下
の
伺
を
考
へ
付
け
た
り
け
り
。

夢
想
上
の
伺

は
ら
か
ら
に
淘
ま
り
し
水
の
流
れ
し
は

晴
間
縫
下
の
何

者
と
L
る
よ
き
灘
の
し
ら
糸

右
線
介
手
跡
に
て
上
下
一
首
を
鯛
組
事
し
、
局
額
と
た
し
、
妙
立
寺
の

組
師
堂
へ
奉
納
し
て
掛
け
L
る
に
‘
腫
集
日
々
一
泊
解
し
.
還
に
本
復

末
也
。
按
4
3
る
に
.
沓
藩
組
大
納
言
利
家
卿
、
い
ま
だ
越
前
の
府
中

に
在
披
ま
し
ま
せ
し
時
よ
り
‘
賞
時
開
山
盛
牟
を
ぽ
甚
だ
傘
敬
し
給

ひ
し
故
、
加
賀
園
封
内
と
成
り
‘
金
滞
入
城
の
後
盛
隼
を
召
寄
せ
ら

れ
‘
寺
地
を
賜
は
り
て
遊
立
を
命
ぜ
ら
れ
た
り
。
共
の
寺
地
は
今
一
式
ふ

犬
手
町
友
り
と
聞
ゆ
。
三
萱
記
に
‘
慶
長
七
年
金
津
披
内
実
守
に
雷

落
ち
、
焔
硝
磁
へ
火
入
り
た
る
時
、
前
回
美
作
屋
敷
の
外
怠
る
西
方

寺
の
屋
根
へ
、
長
万
持
ち
な
が
ら
火
薬
の
勢
ひ
に
て
は
ね
付
け
ら

れ
、
死
す
る
者
あ
り
と
い
ふ
事
見
え
た
り
。
右
西
方
寺
は
卸
ち
盛
掌

和
倫
が
創
立
せ
し
西
方
寺
・
な
る
事
知
ら
れ
け
り
。
さ
て
共
の
後
尾
坂

下
よ
り
持
地
を
命
ぜ
ら
れ
、
犀
川
口
惣
梯
の
際
へ
移
さ
れ
た
り
け

ん
。
三
蜜
記
花
、
玉
泉
院
殿
は
元
和
丸
年
二
月
廿
四
自
民
逝
去
し
給

ひ
.
第
三
年
忌
の
前
年
の
十
月
‘
勝
海
の
遊
行
上
人
加
州
へ
廻
り
来

る
。
固
定
よ
り
さ
き
三
十
代
目
の
遊
行
上
人
廻
来
の
時
は
‘
常
普
寺
い

ま
だ
小
庵
に
て
指
支
へ
.
犀
川
惣
織
の
際
に
在
v
之
西
方
寺
に
て
勤
行

せ
ら
れ
た
り
。
と
あ
り
。
右
西
方
寺
も
卸
ち
賞
寺
た
る
べ
し
。
犀
川
惣

構
の
際
と
あ
る
は
町
若
し
く
は
今
材
木
畠
御
厩
橋
の
地
漣
左
ら
ん

か
。
此
の
地
背
は
寺
院
多
か
り
し
を
‘
元
和
元
年
に
泉
野
寺
町
へ
移

さ
れ
た
る
よ
し
、
寺
々
の
由
来
寄
に
載
せ
た
り
。

金
部
古
蹟
志
巻
十
九

ニ
大

す
と
。
此
の
組
師
の
霊
験
、
か
L
る
事
往
々
多
し
と
い
へ
り
。

O
安
養
山
弘
願
院

滞
土
宗
也
。
由
来
書
笠
宮
ふ
。
蛍
寺
開
基
正
保
二
年
願
春
和
倫
建
立

仕
。
寺
屋
敷
は
元
秘
五
年
に
鵠
込
地
共
二
百
六
十
歩
飴
地
子
地
也
。

と
あ
り
て
、
従
前
は
妙
立
寺
と
向
合
せ
た
り
し
か
ど
‘
文
久
二
年
妙

立
寺
焼
失
し
て
再
建
の
時
、
今
の
如
の
堂
宇
を
建
て
た
る
に
よ
り
、

夫
れ
よ
り
弘
願
院
は
妙
立
寺
の
横
小
路
と
成
り
た
り
。
三
筒
屋
版
の

六
用
集
に
‘
弘
願
院
大
数
寺
と
識
せ
た
り
。
此
の
寺
競
今
は
呼
ぷ
事

〈雌
e
4
v
'

・
な
し
。
叉
営
寺
の
什
物
た
る
混
盤
像
は
.
織
地
の
渥
盤
像
と
て
、
金

津
市
中
に
て
は
賞
寺
の
み
た
り
し
故
、
共
の
名
高
し
。

O
恵
光
山
酉
方
寺

天
台
宗
民
盛
波
也
。
寺
記
に
云
ふ
。
営
寺
閑
組
盛
牢
和
備
は
、
越
前

園
府
中
西
方
寺
の
住
職
た
り
。
藩
艦
大
納
言
利
家
卿
府
中
に
在
械
の

頃
、
盛
傘
の
法
徳
に
深
く
信
服
し
給
ひ
し
故
‘
実
正
十
三
年
二
月
金

津
へ
召
寄
せ
ら
れ
、
寺
地
若
干
歩
賜
は
り
二
寺
治
立
を
命
ぜ
ら
る
。

然
底
共
後
右
寺
地
召
上
ら
れ
‘
呆
野
今
の
寺
地
を
賜
は
り
、
愛
に
治
立

す
。
と
あ
り
。
天
正
十
三
年
に
賜
は
る
寺
地
は
.
何
れ
の
地
怠
ら
ん
。

泉
野
へ
移
縛
は
元
和
元
年
な
る
ぺ
し
。
賞
寺
は
江
州
坂
本
西
毅
寺
の

O
菊
姫
君
御
影
堂

菊
姫
君
は
‘
利
家
卿
第
六
女
に
て
、
盟
臣
秀
吉
公
の
養
君
友
り
。
前

岡
家
時
鰭
に
、
菊
娘
夫
正
六
年
某
月
日
生
a

生
母
名
岩
e

越
前
人
笠
間

奥
七
女
也
ゅ
菊
畑
初
盟
太
閤
養
育
之
↓
一
穴
正
十
二
年
八
月
廿
一
日
於
a

近
江
国
大
津
西
川
孫
左
衛
門
宅
-
早
世
.
子
炉
時
八
歳
。
法
競
金
渓
窓
玉

童
女
。
葬
昌
子
同
園
坂
本
西
殺
寺
吋
と
あ
り
。
按
宇
る
に
、
此
の
姫
君
の

事
は
、
醤
藩
五
世
参
議
中
将
綱
紀
卿
‘
寛
文
十
二
年
に
穿
盤
せ
し
め

給
ふ
時
、
生
母
隆
興
院
の
娘
笠
間
半
七
郎
母
自
筆
文
民
、
左
の
如
く

あり・。

御
子
様
御
五
人
様
御
ざ
候
と
う
け
給
申
候
。
わ
か
子
様
は
ほ
ど
怠
〈

御
せ
い
き
ゃ
う
あ
そ
ば
し
候
と
う
け
給
申
候
。
御
ひ
め
様
御
二
人
様

の
う
ち
‘
御
あ
ね
君
様
御
き
〈
様
と
申
は
、
大
か
う
様
の
御
ゃ
う
し

に
あ
そ
ば
し
、
御
七
つ
に
て
御
せ
い
き
ゃ
う
あ
そ
ば
し
候
。
今
御
一

人
様
は
御
ほ
ち
様
に
て
御
ざ
候
。
下
略
。

b
T

七

郎

母

き

し

の

様

暑

か

わ

様

か
さ
ね
て
御
き
く
様
御
せ
い
き
ゃ
う
月
日
御
た
づ
ね
下
さ
れ
候
へ

参
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